
今
昔
物
語
集
と
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

そ
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て

宮

田

尚

 
今
昔
が
ふ
ま
え
た
お
お
く
の
資
料
の
な
か
の
ひ
と
つ
に
、
大
唐
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
（
以
下
、
慈
恩
命
と
略
称
す
る
）
を
加
え
る
べ
き
だ
と
の
説
は
、
は

 
 
 
 
 
 
 
（
註
1
）

や
く
、
南
方
熊
楠
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
正
当
性
も
、
す
で
に

 
 
 
（
誰
2
）

野
上
映
子
氏
の
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
南
方
氏
の
指
摘
す
る
巻
落
第
三

十
一
話
く
天
竺
牧
牛
人
、
入
穴
不
出
成
石
語
V
、
野
上
氏
の
指
摘
す
る
巻
四
聖

二
十
八
話
く
天
竺
白
檀
観
音
現
身
語
V
の
ほ
か
に
も
、
慈
恩
伝
を
典
拠
と
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
は
な
し
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
報
告
し
て
下
説
を
補
強
し
、

あ
わ
せ
て
、
今
昔
の
編
纂
の
あ
り
か
た
の
一
端
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
加

え
よ
う
と
思
う
。

 
な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
今
昔
お
よ
び
宇
治
拾
遺
が
日
本
古

典
文
学
大
系
本
、
打
聞
集
が
白
帝
社
本
、
そ
の
他
は
、
す
べ
て
大
正
必
滅
大
蔵

経
本
で
あ
る
。

 
註
1
、
郷
土
研
究
一
巻
三
号
を
読
む
（
郷
土
研
究
・
大
2
・
5
）

 
註
2
、
今
昔
物
語
集
の
一
研
究
（
女
子
大
国
交
・
昭
3
5
・
1
1
）

1

い
ま
、
わ
た
し
が
こ
こ
で
報
告
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
巻
四
第
二
十
九
話
く

天
竺
山
人
、
見
入
定
人
語
V
と
、
巻
六
第
六
話
く
玄
装
三
蔵
、
渡
天
竺
伝
法
帰

来
語
V
の
第
四
段
と
の
、
ふ
た
つ
に
つ
い
て
で
あ
る
。

 
さ
て
、
前
者
は
、
《
天
竺
の
山
中
で
、
久
し
く
瞑
座
し
て
い
た
羅
漢
が
、
国

王
の
槌
を
打
た
し
め
た
音
に
目
を
さ
ま
し
て
、
師
の
迦
葉
や
釈
迦
が
す
で
に
略

譜
に
入
っ
た
こ
と
を
知
り
、
神
変
を
現
じ
て
自
ら
の
身
を
焼
い
た
》
と
い
う
は

な
し
で
あ
る
。

 
こ
の
は
な
し
は
、
従
来
、
西
域
記
第
十
二
、
鳥
銀
国
の
条
を
典
拠
と
す
る
も

の
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
馬
匹
今
昔
も
、
今
昔
物
語
集
の
研
究
（
上
）
も
、
日
本

古
典
交
学
大
系
本
今
昔
も
、
す
べ
て
そ
の
立
場
に
た
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
今
昔

物
語
集
の
研
究
（
上
）
は
、
〈
原
典
に
最
も
忠
実
な
る
翻
訳
に
成
る
も
の
の
一

つ
V
と
し
て
、
西
域
記
の
当
該
部
分
と
、
こ
の
は
な
し
と
を
併
記
し
て
い
る
。

 
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
あ
き
ら
か
に
、
結
論
を
い
そ
ぎ
す
ぎ
た
誤
り
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
〈
最
も
忠
実
な
る
翻
訳
に
成
る
も
の
V
と
は
い
え
、
日
本
古
典
文

学
大
系
本
今
昔
の
頭
注
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
〈
原
典
V
と
の
間
に
は
表

現
の
う
え
で
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
西
域
記
を
典
拠

と
す
る
立
場
に
た
と
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
今
昔
の
改
変
を
み
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
慈
恩
伝
（
巻
五
）
所
収
の
は
な
し
を

も
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
昔
が
西
域
記
を
改
変
し
た
も
の
だ
と
い
う
解
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釈
の
、
な
り
た
た
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
 
城
西
二
百
里
有
大
山
。
峰
…
昇
三
方
。
上
有
馬
濁
波
聞
之

 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
 
 
一

 
旧
説
日
。
数
百
年
前
因
雷
．
震
山
崩
。
申
導
必
調
薬
量
枯

 
偉
冥
目
而
坐
養
髪
蓼
蓼
垂
覆
肩
面
。
三
更
者
見
回
白
王
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
 
一
 
 
二
 
 
一
 
 
 
レ

 
王
躬
観
礼
。
士
庶
伝
聞
遠
近
同
集
。
威
申
供
養
。
積
花
成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
一
 
レ
 
 
レ

 
積
。
王
日
。
比
何
人
也
。
有
泌
翻
対
日
。
比
出
家
羅
漢
入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
一
 
 
 
 
 
二
 
 
 
 
 
 
二

 
滅
尽
定
者
。
歳
月
滋
掩
故
髪
長
耳
。
王
日
。
若
何
黒
瀬
令
其

 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二

 
起
也
。
対
日
。
二
食
之
身
出
定
便
壌
。
乱
訴
以
三
千
灌
漉
使

 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
下
 
 
二
 
 
一
 
 
 
レ

 
三
階
連
理
。
気
後
撃
淀
悪
感
而
前
之
。
或
可
起
也
。
濁
点
。

 
 
二
 
 
 
 
一
 
 
 
 
二
 
 
一
 
 
 
若

 
善
哉
。
遂
依
僧
語
灌
上
騰
槌
。
羅
漢
北
目
而
重
日
。
時
輩

 
 
 
 
 
 
二
 
 
 
一
 
 
レ
 
 
 
レ
'
 
 
 
■
 
 
 
 
レ

 
何
人
形
被
法
服
。
対
日
。
我
輩
芯
衡
也
。
彼
日
。
我
師
迦
葉

 
 
 
 
 
二
 
 
 
一

 
波
如
来
今
何
所
在
。
対
日
。
久
入
際
繋
。
聞
之
鰍
然
。
重
日
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
 
一
 
レ

 
釈
迦
文
三
図
無
上
等
覚
未
。
，
通
日
。
二
成
利
物
斯
三
寸

 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
 
 
 
 
一

 
従
寂
滅
。
聞
己
低
回
良
久
。
以
手
挙
髪
。
三
一
虚
空
作
大

 
 
 
 
 
 
 
 
レ
レ
レ
ニ
一
二

 
神
変
。
化
火
焚
身
遺
骸
堕
地
。
王
乳
大
衆
収
骨
起
卒
堵
波
。

 
 
 
一
レ
 
レ
 
 
レ
 

ニ
 
一
 

二
 
一

 
下
等
二
時
。

日
本
古
典
文
学
大
系
本
今
昔
が
、
西
域
記
と
今
昔
と
の
間
に
み
ら
れ
る
相
異

と
し
て
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
な
か
か
ら
、
二
・
三
を
あ
げ
て
、
具
体
的
に
示

そ
う
。

 
西
・
数
百
年
前
山
崖
崩
増
。

「
 
今
・
其
ノ
山
、
零
墨
ノ
為
二
崩
タ
リ
。

π
慈
・
数
百
年
前
黒
黒
震
山
崩
。

今
昔
物
語
集
と
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
1
そ
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
i

＼
西
・
先
回
期
限
。

 
今
・
多
ノ
年
ヲ
積
レ
リ
・

 
／
慈
。
歳
月
滋
渣
。

 
＼
西
・
聞
復
傭
首
。

 「  
今
・
此
ノ
事
ヲ
聞
畢
テ
、
 
眉
を
垂
テ
良
久
ク
有
テ
手
ヲ
以
テ
髪
ヲ
挙

 
 
 
テ
、

 
慈
・
聞
己
低
眉
良
久
。
蛍
手
挙
髪
。

 
表
現
上
の
さ
さ
い
な
も
ん
だ
い
で
あ
る
と
は
い
え
、
今
昔
と
西
域
記
と
の
問

に
み
ら
れ
る
相
違
が
、
今
昔
の
創
意
や
恣
意
に
も
と
つ
く
意
訳
で
は
な
く
、
ま

し
て
や
、
誤
訳
な
ど
で
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
例
か
ら
し

て
、
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

 
今
昔
の
、
西
域
記
か
ら
の
遠
さ
は
、
そ
の
ま
ま
、
慈
評
伝
へ
の
近
さ
を
意
味

す
る
。
じ
じ
つ
、
今
昔
は
、
ほ
と
ん
ど
逐
語
訳
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
ほ
ど

の
高
い
類
似
度
を
、
慈
恩
伝
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
後
、
慈

恩
伝
以
上
の
近
さ
を
も
っ
た
は
な
し
が
発
見
さ
れ
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
け

れ
ど
、
そ
の
類
似
度
の
高
さ
か
ら
み
て
、
そ
う
し
た
は
な
し
の
存
在
し
た
可
能

性
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
、
慈
恩
伝
を
、
あ
ら
た
に
典
拠
の
座
に
つ
か
し
め
る

の
が
相
当
で
あ
ろ
う
と
、
わ
た
し
は
思
う
。

 
な
お
、
こ
の
推
定
は
、
-
巻
四
十
二
十
八
話
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
は
な
ル
の
前

話
が
、
か
つ
て
野
上
映
子
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
た
し
か
に
慈
恩
伝
に
依

拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
裏
打
ち
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
巻

四
第
二
十
八
話
の
も
ん
だ
い
に
つ
い
て
は
、
後
で
ふ
れ
る
。

 
つ
ぎ
に
後
者
は
、
《
恒
伽
河
で
、
突
伽
天
神
を
祭
る
群
賊
に
捕
え
ら
れ
、
す
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ん
で
の
と
こ
ろ
で
い
け
に
え
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
玄
突
が
、
慈
氏
菩
薩

に
祈
念
し
て
、
逆
に
彼
ら
を
教
化
し
た
》
と
い
う
は
な
し
で
あ
る
。

続
高
僧
伝
（
巻
四
）
、
沙
石
集
（
巻
六
）
、
宝
物
集
（
巻
一
、
七
巻
本
）
な

ど
に
噂
話
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
は
な
し
は
、
成
立
年
次
や
類
似

隻
の
関
係
か
ら
で
で
も
あ
ろ
う
か
、
従
来
、
続
高
僧
伝
を
典
拠
と
す
る
も
の
だ

と
さ
れ
て
き
た
。

 
け
れ
ど
も
、
や
は
り
こ
れ
も
、
そ
の
時
点
で
知
ら
れ
て
い
た
訓
話
の
な
か
か

ら
、
し
い
て
典
拠
を
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
、
結
論
を
い
そ
ぎ
す
ぎ
た

誤
り
で
あ
っ
て
、
慈
恩
伝
（
巻
三
）
を
典
拠
と
す
る
も
の
だ
と
、
訂
正
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
謡
わ
れ
る
。
類
似
度
の
高
さ
と
い
う
点
に
つ
い
て
い

え
ば
、
続
高
僧
伝
に
数
段
ま
さ
る
は
な
し
が
、
ほ
か
に
、
大
唐
故
三
蔵
玄
奨
法

師
行
状
（
以
下
、
法
師
行
状
と
略
称
す
る
）
に
も
あ
る
の
で
あ
る
。
法
師
行
状

に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
か
ん
た
ん
に
ふ
れ
る
と
し
て
、
慈
恩
伝
の
当
該
部
分
を

示
す
と
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
 
法
師
滴
絢
鍮
一
国
謙
藩
。
順
領
伽
魂
蒋
淑
＋
余
入

 
調
船
東
下
溜
詞
阿
二
三
怯
濁
。
行
」
自
余
男
其
河
両
岸

 
皆
是
阿
輸
迦
林
沸
常
深
浅
。
訟
林
中
両
二
三
消
＋
回
船

 
賊
。
鼓
棟
迎
流
一
時
既
出
。
船
中
驚
擾
投
問
者
数
人
。
賊

 
 
一
 
 
レ
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ

 
遂
擁
船
向
岸
。
今
諸
人
解
脱
衣
服
捜
求
珍
宝
。
同
町
群
賊

 
 
 
レ
レ
 
 

ニ
 
一
二
 
一

 
素
事
四
品
天
神
。
毎
於
秋
中
寛
一
人
質
舌
端
美
。
殺
取
肉

 
 
 
二
 
 
 
 
 
一
 
 
 
二
 
 
一
 
二
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
二

 
血
涌
以
洞
之
。
以
祈
諺
福
魂
鷹
師
儀
客
偉
自
体
骨
立
端

 
 
相
観
而
霊
牌
。
我
等
祭
神
時
欲
将
過
不
能
得
人
。
今
此

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
レ
 
レ
 
 
 
 
レ
 
レ
 
 
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①

沙
門
形
貌
淑
美
。
三
三
桐
之
自
己
吉
也
。
法
師
報
。
一
犬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
レ
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

臓
晒
之
身
得
針
桐
祭
。
実
非
敢
惜
。
但
以
遠
来
意
者
黙
礼

 
 
 
一
レ
ニ
 

一
 
 
二
 

一
 
 
 
 
 
 
．
三

、
菩
提
樹
添
書
閣
堀
山
。
井
審
問
製
法
。
此
心
未
遂
。
檀
越

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
 
一
 
 
 
 
レ

殺
三
三
非
吉
也
。
船
上
諸
人
皆
共
同
請
。
三
二
願
以
身
代
。

レ
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
ニ
 
レ
 
 
一

賊
動
乱
許
。
於
乱
賊
師
遣
人
取
水
。
於
花
林
中
。
 
除
地

 
 
レ
レ
 
ニ
リ
ニ
ー
レ
，

設
レ
壇
和
レ
泥
難
解
令
商
人
遂
刀
牽
皇
師
王
壇
欲
二
即
智
咽
。

法
師
顔
無
有
催
。
 
賊
皆
驚
異
。
 
既
知
不
免
。
 
六
賊
。
願

 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
レ
 
 
 
 
 
レ

賜
少
時
二
相
逼
悩
。
使
我
安
心
歓
喜
取
滅
。
法
師
乃
専
心

三
 
 
 
 
二
 
 
 
 
一
 
 
二
 
 
 
 
 
 
 
 
7
 
 
 
 
 
 
 
 
二

観
史
一
宮
念
慈
氏
菩
薩
。
願
得
生
彼
。
恭
敬
供
養
受
鍮
伽

 
 
 
 
一
二
 
 
 
 
一
 
 
 
レ
レ
 
 
 
 
 
 
 
ニ

師
地
論
。
聴
聞
妙
法
成
就
三
陸
。
還
来
下
生
教
化
此
人
。
．

 
 
 
一
 
 
二
 
 
 
 
一
 
二
 
 
、
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
二

令
修
勝
行
捨
諸
悪
業
。
及
広
宣
諸
法
利
安
一
切
。
於
是
礼

下
二
 
 
一
中
 
 
 
上
 
 
二
 
 
 
一
二
 
 
 
一
 
レ
 
一
、
一

＋
方
弘
正
念
而
坐
。
荘
心
慈
氏
漁
復
異
豫
。
民
心
想
沖
塔

以
登
蘇
迷
盧
山
。
越
一
二
三
天
見
観
史
多
宮
引
回
菩
薩
処

下
二
 
 
 
一
 
二
 
 
 
一
二
 
 
 
 
 
 
 
一
二

三
宝
台
天
衆
囲
続
。
此
時
身
心
歓
喜
。
亦
不
知
三
二
不
憶

 
 
 
］
 
 
 
 
 
上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
レ
 
レ
 
 
レ

三
三
。
圃
伴
諸
人
発
声
号
聚
。
須
史
之
間
黒
風
四
一
折
樹

レ
 
 
レ飛

沙
。
河
流
一
浪
船
航
漂
覆
。
賊
徒
大
詰
。
 
問
同
伴
日
。

 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
一

沙
門
従
何
処
来
。
名
字
何
等
。
一
日
。
従
支
那
国
尽
求
法

 
 
二
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
 
 
一
 
 
レ

升
平
也
。
諸
君
若
殺
得
無
量
罪
。
且
観
風
波
之
状
。
天
神

 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
 
 
 
一
 
 
 
二
 
 
 
 
 
一

蓋
瞬
。
歯
偏
心
慮
。
賊
催
曲
率
草
根
稽
首
帰
依
。
時
亦
不

 
 
 
二
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ

覚
。
賊
以
手
触
。
爾
勝
雄
目
謂
離
日
。
時
至
耶
。
賊
日
。
不

 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
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②

敢
旧
師
。
願
受
戯
悔
。
法
追
回
其
三
二
。

 
 
7
 
 
 
 
 
二
 
 
一
 
 
 
 
 
二
 
 
 
 
一

匹
説
殺
盗
邪
桐

諸
悪
不
善
業
。
未
来
当
受
無
間
之
苦
。
何
為
電
光
朝
露
少

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
ニ
 
 
 
 
 
 
…

時
之
身
。
下
穿
僧
企
耶
長
時
苦
種
。
賊
等
叩
頭
夕
日
。
某

 
 
 
 
 
二
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
レ

等
妄
想
顛
倒
為
所
不
応
為
事
所
不
黒
蜜
。
若
不
岨
面
福
徳

 
 
 
 
 
 
 
レ
レ
レ
レ
 
レ
レ
レ
レ
 
 

レ
三

 
．
．
感
動
冥
祇
。
何
以
得
聞
啓
講
。
請
従
今
日
已
去
即
断
此
業
。

 
 
二
 
 

一
 
 
 
レ
ニ
 

一
 

二
 

一
 
 
 
二
 
一

 
 
願
師
証
明
。
 
於
是
逓
相
勧
告
。
 
収
野
宮
且
ハ
総
投
河
流
。

 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
一
 
 
二
 
 
 
一

 
 
所
奪
衣
資
各
還
本
主
。
並
受
五
戒
。
風
波
還
静
。

 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
一

 
続
高
僧
伝
の
、
典
拠
と
し
て
の
不
適
格
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
言
を
要

さ
な
い
。
引
用
は
し
な
い
が
、
約
二
百
字
か
ら
な
る
続
高
僧
伝
の
当
該
部
分

は
、
は
な
し
の
大
筋
に
こ
そ
違
い
が
な
い
と
は
い
え
、
細
部
に
お
い
て
は
、
か
な

り
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
賊
船
の
襲
っ
て
き
た
場
所
や
船
の
数
、

山
4
9
る
い
は
、
彼
ら
の
祭
っ
て
い
た
の
が
突
伽
天
神
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
今

昔
は
こ
と
こ
ま
か
に
説
朋
し
て
い
る
の
だ
が
、
続
高
僧
伝
は
そ
れ
を
欠
い
て
い

る
し
、
ま
た
、
重
な
り
あ
う
同
一
内
容
の
記
述
に
お
い
て
も
、
今
昔
に
く
ら
べ

て
、
続
高
僧
伝
の
そ
れ
は
い
ち
じ
る
し
く
簡
略
で
あ
る
、
と
い
う
具
合
に
。
し

た
が
っ
て
こ
の
場
合
も
、
今
昔
の
お
お
は
ば
な
改
変
が
み
と
め
ら
れ
る
場
合
に

か
ぎ
っ
て
、
続
高
僧
伝
は
典
拠
た
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
も

い
う
よ
う
に
、
類
似
度
の
高
さ
と
い
う
点
で
な
ら
、
続
高
僧
伝
に
数
段
ま
さ
る

は
な
し
が
、
右
に
例
示
し
た
慈
恩
伝
の
ほ
か
に
法
師
行
状
に
も
あ
り
、
そ
し
て

そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
続
高
僧
伝
の
欠
い
て
い
る
内
容
や
簡
略
な
表
現
に
つ

い
て
、
今
昔
と
同
じ
か
た
ち
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
続
高
僧
伝
以
上
に
今
昔
に

近
い
か
た
ち
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
し
て
、
続
高
僧

今
昔
物
語
集
と
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
1
そ
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
一

伝
の
、
典
拠
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
疑
う
余
地
は
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

・
か
り
そ
め
の
典
拠
の
座
か
ら
す
べ
り
落
ち
た
続
高
僧
伝
に
と
っ
て
か
わ
っ

て
、
あ
ら
た
に
典
拠
の
座
に
つ
く
の
は
、
繰
り
か
え
す
こ
と
に
な
る
が
、
続
高
僧

伝
の
、
典
拠
と
し
て
の
欠
格
事
由
を
す
べ
て
お
お
う
ば
か
り
で
な
く
、
逐
語
訳
．

と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
ほ
ど
の
高
い
類
似
度
を
示
す
、
慈
恩
伝
と
す
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
と
、
わ
た
し
は
思
う
。

 
な
お
、
類
似
度
の
高
さ
で
は
、
と
も
に
続
高
僧
伝
を
ぬ
き
ん
出
、
慈
恩
伝
と

ほ
ぼ
肩
を
な
ら
べ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
法
師
行
状
を
捨
て
る
の
は
、
そ
の

一
部
に
、
続
高
僧
伝
に
つ
い
て
述
べ
た
の
と
岡
様
の
、
典
拠
と
し
て
不
適
格
な

点
が
み
と
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
慈
評
伝
の
、
ー
ー
，
線
①
お
よ
び
②
に
相
当

す
る
部
分
を
、
．
今
昔
の
当
該
部
分
と
対
比
さ
せ
て
具
体
的
に
示
す
と
、
つ
ぎ
の

、
ご
と
く
で
あ
る
。

 
＼
法
・
法
師
報
云
。
遠
来
求
法
。
伝
於
未
聞
。
転
記
未
遂
。
三
越
西
之
。
恐

 
…
 
無
福
也
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
一 

皿
今
。
法
師
、
此
レ
ヲ
聞
給
テ
群
賊
雪
囲
ク
、
我
が
身
臓
悪
ニ
シ
テ
、
被
殺

①
…
 
レ
ム
厳
テ
惜
ム
若
鶏
・
但
シ
・
我
レ
・
遠
ク
ヨ
リ
来
ル
心
ハ
・

｛
菩
提
樹
ノ
像
善
闘
山
ヲ
礼
セ
ム
・
井
指
先
法
ヲ
請
ケ
闘
ハ
ム
ト

ズ
思
フ
・
未
ダ
此
ノ
心
不
動
ヌ
・
此
レ
ヲ
殺
サ
ム
・
善
二
品
・

 
＼
法
・
法
師
受
其
礼
謝
。
広
為
説
法
。
令
其
発
心
。
遽
諸
賊
相
勧
告
。

 
ハ 

 
今
・
法
師
ノ
宣
ハ
ク
、
仁
万
ノ
業
ハ
無
間
ノ
苦
ヲ
可
受
シ
。
何
ゾ
、
．
朝
ノ

②
 
 
 
露
ノ
如
ク
ナ
ル
身
ヲ
以
、
阿
僧
祇
却
ノ
業
ヲ
造
ラ
ム
。
賊
等
、
此
レ

 
 
 
 
ヲ
聞
テ
頭
ヲ
叩
テ
悔
ヒ
悲
テ
云
ク
、
我
等
、
 
今
日
ヨ
リ
此
ノ
悪
行

 
ズ
 
 
断
。
願
ク
ハ
、
師
、
此
レ
ヲ
証
明
シ
給
ヘ
ト
。
 
 
 
 
 
 
，

（53）



 
慈
恩
伝
と
今
昔
と
の
近
さ
が
た
し
か
め
ら
れ
る
一
方
で
、
法
師
行
状
の
今
昔

か
ら
の
遠
さ
が
、
こ
の
例
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
な
が
ら
、
続

高
僧
伝
に
は
、
①
に
相
当
す
る
部
分
も
、
②
に
相
当
す
る
部
分
も
み
あ
た
ら
な

い
。

 
こ
れ
は
、
わ
た
し
自
身
へ
の
反
省
で
も
あ
る
の
だ
が
、
わ
た
し
は
こ
こ
で
、

出
典
研
究
の
過
信
と
い
う
こ
と
に
、
思
い
を
い
た
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
今
昔
の
成
立
に
一
役
買
っ
た
資
料
が
、
す
べ
て
現
存
し
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
し
、
現
存
す
る
資
料
の
こ
と
ご
と
く
が
、
調
査
し
つ
く
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
の
だ
か
ら
、
現
在
判
明
し
て
い
る
範
囲
の
意
馬
だ
け
を
も
っ
て
・

そ
の
な
か
の
も
っ
と
も
類
似
度
の
高
い
も
の
を
、
単
純
に
典
拠
だ
と
き
め
て
か

か
る
の
は
、
は
な
は
だ
危
険
で
あ
ろ
う
。
と
き
と
し
て
、
そ
れ
は
、
今
昔
の
本

質
を
見
誤
ら
せ
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
わ
た
し
は
、

そ
れ
を
お
そ
れ
る
。
 
 
 
 
 
．

 
は
な
し
を
慈
恩
伝
に
も
ど
そ
う
。
右
に
報
告
し
た
二
話
ほ
ど
の
た
し
か
さ
は

な
い
が
、
巻
六
第
六
話
の
第
三
段
も
、
慈
恩
伝
（
巻
三
）
を
典
拠
と
し
た
可
能

性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
従
来
い
わ
れ
て
い
る
三
宝
感
応
要

略
録
よ
り
は
、
慈
恩
讐
の
方
に
、
典
拠
た
る
の
条
件
が
色
濃
く
み
と
め
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
も
う
一
度
ふ
れ
る
。
今
昔
の
成
立
に
直

接
参
与
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
巻
六
第
六
話
の
第
一
段
・
第

二
段
に
関
し
て
も
、
従
来
い
わ
れ
て
い
る
神
僧
伝
よ
り
、
も
っ
と
類
似
度
の
高

い
は
な
し
が
、
慈
恩
伝
（
巻
一
）
に
求
め
ら
れ
る
し
、
巻
五
第
十
一
話
く
五
百

人
商
人
女
山
餓
偶
語
V
も
、
わ
た
し
の
知
り
え
た
重
囲
で
は
、
慈
恩
伝
（
巻
二

）
に
求
め
ら
れ
る
類
・
話
が
、
も
っ
と
も
今
昔
に
近
い
。
慈
恩
伝
に
は
、
こ
の
ほ

か
、
巻
三
栄
八
話
く
嬰
婆
羅
龍
語
V
、
巻
四
第
一
話
く
女
難
入
法
集
堂
結
集
語

V
、
巻
四
第
十
七
話
く
仏
為
盗
人
低
被
取
眉
間
要
語
V
、
巻
四
重
二
十
五
話
〈

龍
樹
提
婆
二
菩
薩
伝
法
語
〉
、
巻
四
号
二
十
六
話
〈
無
着
世
親
二
菩
薩
伝
法
語

〉
、
巻
五
第
一
鋤
く
僧
迦
羅
五
百
商
人
思
至
羅
刹
国
語
V
、
巻
五
号
十
七
話
〈

国
王
依
鼠
護
勝
合
戦
語
〉
、
巻
五
第
二
十
七
話
く
象
足
踏
立
扶
謀
人
令
抜
語
V

な
ど
の
類
話
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2

 
慈
恩
寵
は
、
垂
雪
の
血
餅
四
年
（
六
八
八
）
、
大
慈
恩
寺
の
彦
綜
に
よ
っ
て

編
ま
れ
た
と
こ
ろ
の
、
玄
装
三
蔵
の
、
天
竺
行
を
中
心
と
す
る
伝
記
で
あ
る
。

序
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
、
西
寺
の
沙
門
慧
立
が
選
述
し
た
五

巻
の
伝
記
が
あ
り
、
粋
な
か
ば
に
し
て
い
き
づ
ま
っ
た
慧
立
は
、
劇
毒
の
軸
壁

の
あ
る
を
お
そ
れ
、
深
く
蔵
し
て
人
目
に
ふ
れ
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
が
、
没

．
後
世
に
出
、
ま
も
な
く
流
離
分
散
し
た
の
で
、
そ
れ
を
探
し
集
め
、
錯
綜
し
た

本
文
を
、
彦
保
が
十
巻
に
分
つ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

 
彦
綜
に
つ
い
て
は
、
玄
莫
の
大
慈
恩
寺
に
属
し
た
沙
門
だ
と
い
う
こ
と
の

ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
宗
高
僧
伝
に
は
彦
綜
伝
を
載
せ
て
い
る

が
、
記
す
と
こ
ろ
は
、
お
お
む
ね
慈
恩
伝
の
序
の
引
用
で
あ
っ
て
、
彦
綜
そ
の

人
に
つ
い
て
は
、
〈
未
知
何
許
人
臣
V
、
〈
宗
不
知
着
所
〉
の
ご
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
ニ
 
 

一
 
 
 
 

レ
ニ
 
…

く
で
あ
る
。
宗
高
僧
伝
当
時
か
ら
、
す
で
に
、
彼
の
い
か
な
る
人
物
か
は
き
だ

か
で
な
か
っ
た
ら
し
い
。

 
原
選
者
の
慧
立
に
つ
い
て
は
、
夕
刊
記
す
と
こ
ろ
の
慈
難
平
の
序
や
、
巻
六

の
記
事
が
、
面
影
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
箇
国
公
事
の
人
で
、
玄

装
の
学
行
に
接
す
る
や
、
ひ
た
す
ら
傾
倒
し
、
昭
仁
寺
に
属
し
た
当
時
、
九
人

（54）



の
筆
記
者
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
、
蓄
髪
の
訳
者
を
手
伝
っ
た
人
物
で
あ
る
と

い
う
。
人
と
な
り
は
と
に
か
く
と
し
て
、
わ
た
し
は
こ
こ
で
、
慧
立
が
、
玄
婁

の
直
弟
子
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
訳
経
を
手
伝
っ
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

 
さ
て
、
つ
ぎ
に
も
ん
だ
い
に
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
系
譜
を
も
つ
慈
恩
伝
が
、

今
昔
の
成
立
時
に
、
た
し
か
に
本
朝
に
渡
来
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
渡
来
し
て
い
た
こ
と
を
裏

づ
け
る
外
部
徴
証
は
、
つ
い
に
見
出
し
え
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
巻
四
第
二

十
八
話
と
三
宝
感
応
要
略
録
と
の
関
連
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
、
渡
来
し
て
い
た

ば
か
り
で
な
く
、
今
昔
の
資
料
に
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
忙
し
か
め
ら
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
ま
ず
、
《
遠
国
か
ら
求
法
の
た
め
に
来
訪
し
た
法
師
が
、
霊
験
あ
ら
た
か
な

白
檀
の
観
音
に
詣
で
、
三
つ
の
願
を
お
こ
し
て
花
童
を
投
げ
る
と
、
こ
と
ご
と

く
思
い
の
と
お
り
に
が
か
っ
た
の
で
、
所
願
の
満
ち
た
こ
と
を
知
っ
た
》
と
い

う
、
巻
四
四
二
十
八
話
く
天
竺
白
檀
観
音
現
身
語
V
は
、
従
来
、
三
宝
感
応
要

略
録
巻
下
第
十
六
話
を
典
拠
と
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
前
記
野
上
氏

が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
三
宝
感
応
要
略
録
で
は
な
い
、
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
は
な
し
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

 
三
宝
感
応
要
略
録
が
該
話
の
典
拠
で
な
い
こ
と
は
、
慈
恩
伝
（
巻
五
）
所
収

の
は
な
し
を
つ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
容
易
に
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
、

そ
れ
は
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
全
文
の

引
用
を
避
け
て
、
 
一
、
二
の
例
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
た
い
。

今
昔
物
語
集
と
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
一
そ
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
i

 
＼
録
・
常
有
数
人
。
断
食
要
心
求
見
菩
薩
。
七
日
二
七
日
乃
至
一
月
。

ω
云
．
．
常
二
人
言
ツ
ル
事
数
＋
人
不
言
ス
．
或
ハ
吉
、
乱
声
ニ
七
H
穀
ヲ

 
 
 
 
断
チ
引
墨
ヲ
断
テ
心
二
囎
…
フ
事
ヲ
祈
請
ス
ル
ニ
・
…
・

 
・
慈
・
常
有
数
十
人
。
或
七
日
二
七
日
。
絶
粒
断
漿
請
祈
諸
願
。

 
・
、
録
・
至
誠
礼
讃
。
詑
而
鋸
脆
発
三
願
。

ω
 
今
・
誠
ヲ
至
シ
テ
礼
拝
シ
テ
菩
薩
二
向
ヒ
奉
テ
脆
テ
三
ノ
願
ヲ
発
セ
リ
。

π
慈
室
誠
礼
讃
薔
菩
薩
脆
発
三
題

 
ω
に
お
け
る
、
今
昔
の
く
数
十
人
V
や
く
漿
ヲ
断
テ
V
が
、
三
宝
感
応
要
筆

録
の
〈
数
人
〉
や
く
断
食
V
を
改
変
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
慈
恩
伝
が
今

昔
と
同
じ
か
た
ち
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ω

の
く
菩
薩
二
三
ヒ
奉
テ
V
も
同
様
に
、
三
宝
感
応
要
略
録
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

あ
ら
た
に
添
加
し
た
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
、
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

 
け
っ
き
ょ
く
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
相
違
と
類
似
と
の
意
味
す
る
も
の
は
、

三
宝
感
応
要
略
録
を
典
拠
の
座
か
ら
追
い
や
り
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
慈
恩
伝

が
、
あ
ら
た
に
典
拠
の
座
に
つ
く
こ
と
、
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

 
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
も
ん
だ
い
が
あ
る
。
典
拠
で
な
い
と
は
い
え
、

さ
き
に
述
べ
た
巻
四
白
二
十
九
話
の
西
域
記
や
、
巻
六
趣
六
話
の
続
高
僧
伝
の

場
合
と
は
い
さ
さ
か
事
情
が
違
い
、
該
話
に
お
け
る
三
宝
感
応
要
略
録
は
、
完

全
に
視
野
の
外
に
押
し
や
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
昔

が
冒
頭
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
欠
字
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 
今
昔
、
天
竺
二
仏
、
浬
葉
口
入
給
テ
後
「
口
「
国
一
ニ
ノ
伽
藍
有
リ
、
其
名
ヲ

 
バ
「
一
【
寺
ト
云
フ
。

 
今
昔
が
、
さ
だ
か
で
な
い
他
名
や
人
名
を
空
欄
の
ま
ま
残
し
て
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
い
わ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
右
の
欠
字
の
生
因
に
は
、
三
宝
感
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応
要
略
録
が
、
一
枚
か
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
寺
名
は
、

も
と
も
と
典
拠
に
記
載
の
な
か
っ
た
た
め
の
空
欄
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
際
も

ん
だ
い
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
国
名
は
、
正
副
二
通
の
資
料
に
、
二
様
の
記

載
が
あ
っ
た
の
で
、
い
ず
れ
と
も
決
し
か
ね
て
、
後
日
の
調
査
に
ま
つ
べ
く
、

空
欄
で
残
し
て
お
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
正
副
二
通
の
資
料
と

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
慈
恩
伝
と
三
宝
感
応
要
略
録
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

寺
名
は
、
慈
恩
伝
に
も
三
宝
感
応
要
略
録
に
も
、
記
し
て
な
い
。
一
方
の
国
名

は
、
三
宝
感
応
要
略
録
で
は
く
摩
掲
諸
国
V
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
慈

恩
伝
で
は
く
伊
燗
撃
鉢
伐
多
国
V
（
法
師
行
状
は
〈
伴
燗
翠
鉢
伐
多
国
〉
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
、
お
そ
ら
く
誤
写
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者

は
同
じ
も
の
と
考
え
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
と
に
か

く
、
あ
の
形
式
好
き
の
今
昔
の
こ
と
で
あ
る
。
慈
恩
伝
だ
け
に
も
た
れ
か
か
っ

て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
と
う
ぜ
ん
こ
こ
は
、
〈
伊
瀾
撃
鉢
伐
多
国
V
と
す

る
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
三
宝
感
応
要
略
録
だ
け
に
も
た
れ
か
か
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
〈
摩
掲
乱
国
〉
と
す
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

空
欄
で
残
す
わ
け
が
な
い
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
じ
っ
さ
い
に
は
、

空
欄
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
欠
字
は
、
慈
恩
伝
と
三

宝
感
応
要
略
録
と
を
あ
わ
せ
参
照
し
た
結
果
の
、
編
者
の
た
め
ら
い
に
よ
る
も

の
と
考
え
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
慈
恩
伝
を
典
拠
だ
と
し
な
が
ら
も
、
三
宝

感
応
要
略
録
を
、
視
野
の
外
に
押
し
や
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
ゆ
え
ん

で
あ
る
。

 
三
宝
感
応
要
略
録
が
、
今
昔
の
重
要
な
資
料
と
し
て
の
位
倒
を
し
め
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
す
で
に
定
説
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
も
は
や
否
定
で

き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
三
宝
感
応
要
略
録
の
当
該
話
は
、
衷
題
の
下

に
く
出
同
記
及
慈
恩
伝
V
と
注
記
し
て
い
て
、
そ
の
一
部
が
、
慈
恩
伝
か
ら
の

要
略
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

欠
字
は
、
当
面
の
も
ん
だ
い
に
即
し
て
い
え
ば
、
今
昔
の
成
立
時
に
、
慈
恩
伝

が
渡
来
し
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
が
今
昔
の
典
拠
で
あ

っ
た
こ
と
の
、
ま
が
い
も
な
い
あ
か
し
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

 
思
う
に
、
今
昔
の
編
者
は
、
第
一
次
資
料
と
し
て
、
ま
ず
、
三
宝
感
応
要
略

録
を
ひ
も
と
い
た
。
し
か
る
後
に
、
そ
の
注
記
を
手
が
か
り
と
し
て
、
慈
恩
伝

を
た
ぐ
り
寄
せ
た
。
三
宝
感
応
要
略
録
が
、
あ
く
ま
で
も
慈
恩
伝
か
ら
の
要
略

で
あ
り
、
一
方
の
慈
恩
伝
が
玄
突
の
直
弟
子
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

今
昔
が
、
前
者
を
捨
て
て
後
者
を
取
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
巻
皮
下
二
十
八
話

の
も
ん
だ
い
は
、
こ
う
解
釈
し
た
場
合
に
は
じ
め
て
、
な
っ
と
く
の
い
く
説
明

が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

3

 
も
と
よ
り
、
わ
た
し
は
、
今
昔
の
三
宝
感
応
要
略
録
へ
の
対
し
か
た
が
、
つ

ね
に
こ
う
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と

も
、
慈
恩
伝
の
、
今
昔
へ
の
定
着
の
い
き
さ
つ
の
窓
か
ら
う
か
が
う
と
き
、
三

宝
感
応
要
略
録
の
位
置
は
、
第
一
次
資
料
的
、
も
し
く
は
、
索
引
的
だ
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
↓
、
二
の
例
を
あ
げ
よ
う
。

 
た
と
え
ば
、
巻
四
第
二
十
九
話
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
い
ま
い
う
よ
う
に
、

鼠
害
第
二
十
八
話
は
、
三
宝
感
応
要
略
録
巻
下
第
十
六
話
を
手
が
か
り
と
し

て
、
慈
学
習
が
た
ぐ
り
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
十
九
話
は
、
さ
ら
に
、

そ
の
第
二
十
八
話
を
手
が
か
り
と
し
て
、
堀
り
起
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
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る
。 

ま
た
、
た
と
え
ば
、
巻
六
第
六
話
の
第
四
段
も
、
右
の
場
合
と
同
じ
く
、
三

宝
感
応
要
略
録
お
よ
び
慈
恩
顧
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
つ
前
段
を
ク
ッ
シ
．
一

ン
に
し
て
、
引
き
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
金
冠
第
六
話
の
第
三
段
は
、
《
雨
装
が
、
戒
賢
論
師
の
も
と
を
訪
れ
て
、
法

を
受
け
た
》
と
い
う
は
な
し
で
あ
る
。
こ
の
は
な
し
の
典
拠
は
、
三
宝
感
応
要

略
録
巻
下
第
十
七
話
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
三
宝
感
応
要
略
録
の
旧

情
に
は
、
表
現
の
下
に
く
出
慈
恩
伝
V
の
注
記
が
あ
る
。
そ
し
て
慈
恩
伝
巻
三

に
は
、
三
宝
感
応
要
略
録
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
か
た
ち
の
は
な
し
が
あ
る
（
な
お
、

法
師
行
状
に
も
、
慈
恩
伝
と
同
じ
は
な
も
が
あ
る
）
。
三
宝
感
応
要
略
録
、
慈

恩
伝
の
両
書
と
今
昔
と
を
つ
き
あ
わ
せ
る
と
、
た
と
え
ば
、
前
記
両
開
で
は
、

築
盛
と
い
う
戒
無
論
師
の
弟
子
が
、
重
要
な
役
を
負
う
て
登
場
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
今
昔
で
は
彼
が
顔
を
出
し
て
い
な
い
と
い
う
相
違
が
み
ら
れ
る
な

ど
、
総
じ
て
今
昔
は
簡
略
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
今
昔
が
、
は
な
し
の
焦
点
を
し

ぼ
る
た
め
に
簡
略
化
し
た
の
だ
と
断
ず
る
こ
と
は
、
し
ば
ら
く
留
保
し
た
い
が
・

玄
樂
を
中
心
に
す
え
、
 
彼
の
、
イ
ン
ド
留
学
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
と
も
い
う
べ
き

帝
威
構
成
を
た
て
ま
え
と
し
て
い
る
巻
六
第
六
話
に
お
い
て
は
、
そ
の
可
能
性

が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
今
昔
が
主
導
的
な
簡
略
化
を
お
こ
な
っ
た

も
の
と
仮
定
し
て
、
そ
の
場
合
に
は
、
三
宝
感
応
要
略
録
、
慈
恩
伝
の
い
ず
れ

を
ふ
ま
え
て
い
る
と
み
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
あ
き
ら
か
に
後

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
玄
婁
と
戒
賢
論
師
と
の
出
会
い

の
場
で
、
戒
賢
論
師
が
感
激
し
て
泣
い
た
と
い
う
設
定
が
、
慈
恩
伝
と
今
昔
と

に
は
あ
る
が
、
三
宝
感
応
要
略
録
に
は
な
い
、
な
ど
の
点
が
み
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。今

昔
物
語
集
と
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
i
そ
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
！

 
現
段
階
で
、
今
昔
の
主
体
的
な
簡
略
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
断
定
は
で

き
な
い
に
せ
よ
、
三
宝
感
応
要
略
録
が
慈
恩
伝
に
よ
っ
た
も
の
だ
と
明
記
し
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
今
昔
は
、
三
宝
感
応
要
略
録
に
よ
り
も
慈
恩
伝
に
近
い
こ

と
、
の
二
点
の
も
つ
三
昧
は
、
暗
示
的
で
あ
る
。
し
か
も
、
三
宝
感
応
要
略
録

に
求
め
ら
れ
る
第
三
段
と
第
四
段
と
の
類
話
は
、
今
昔
と
順
序
が
逆
で
あ
る
と

は
い
え
、
巻
下
の
第
十
六
話
と
第
十
七
話
と
に
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
諸
点
を
勘
案
す
る
と
き
、
第
四
段
は
、
お
そ
ら
く
、
第
三
段
の
、
こ
う

し
た
立
地
条
件
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
み
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

 
慈
服
毒
か
ら
は
離
れ
る
が
、
三
宝
感
応
要
略
録
が
、
今
昔
に
と
っ
て
第
一
次

資
料
的
、
も
し
く
は
索
引
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
を
、
い

ま
ひ
と
つ
あ
げ
て
お
こ
う
。
巻
六
番
十
三
話
〈
震
旦
李
大
安
、
依
仏
助
被
害
得

活
語
〉
で
あ
る
。
こ
の
は
な
し
は
、
冥
報
記
巻
中
第
十
「
話
（
高
山
寺
本
）
を

典
拠
と
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
た
だ
、
け
っ
し
て
、
い
き
な
り
冥
掌
記
が
も
っ
て
来
ら
れ
た
の

で
は
な
く
、
ま
ず
三
宝
感
応
要
略
録
巻
上
第
六
話
が
姐
上
に
の
ぼ
り
、
そ
の
注

記
く
出
善
報
記
V
を
道
し
る
べ
に
、
原
拠
の
冥
報
記
に
た
ど
り
つ
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
今
昔
の
巻
六
が
、
．
三
宝
感
応
要
略
録
に
も
た
れ
か
か
9
、
三
宝
感

応
要
略
録
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
巻
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
推
測
を
裏
打

ち
す
る
。

 
今
昔
の
三
宝
感
応
要
略
録
へ
の
対
し
か
た
が
、
つ
ね
に
こ
う
で
あ
っ
た
と
は

も
ち
ろ
ん
い
え
な
い
け
れ
ど
、
少
な
く
と
も
こ
う
し
た
例
か
ら
、
三
宝
感
応
要

略
録
の
あ
る
部
分
は
ふ
よ
り
信
頼
性
の
あ
る
資
料
へ
の
窓
口
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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よ
り
信
頼
性
の
あ
る
資
料
へ
の
窓
口
・
一
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
今
昔

の
資
料
操
作
が
、
周
到
な
用
意
の
も
と
に
な
ざ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

か
ね
て
の
編
集
方
針
に
あ
い
さ
え
ず
れ
ば
よ
い
、
と
い
っ
た
姿
勢
で
、
眼
前
の

資
料
だ
け
を
使
用
し
て
こ
と
た
れ
り
と
す
る
よ
う
な
、
安
易
で
、
場
あ
た
り
的

な
編
纂
に
終
始
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

 
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
一
千
有
余
話
を
収
録
す
る
今
昔
の
成
立
事
情
を

い
う
に
は
、
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
ほ
の
か
な
手
が
か
り
で
し
か
な
い
。
し
か

し
、
こ
こ
に
は
、
成
立
事
情
を
う
か
が
う
に
際
し
て
の
、
な
い
が
し
ろ
に
で
き

な
い
編
纂
の
あ
り
か
た
の
一
端
が
、
あ
か
ら
さ
ま
に
露
呈
し
て
い
る
、
と
い
っ

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。4

 
す
で
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
慈
恩
伝
と
今
昔
と
の
か
か
わ
り

あ
い
に
照
明
を
あ
て
る
と
き
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
、
今
昔
と
、
打
聞
集
的
資

料
と
の
交
錯
に
つ
い
て
、
い
ま
ひ
と
つ
、
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
こ
の
も
ん
だ
い
は
、
従
来
、
巻
才
藻
三
十
↓
話
く
天
竺
牧
牛
人
、
入
穴
不
出

成
石
語
V
と
、
打
聞
集
第
二
十
話
く
唐
農
博
穴
事
V
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
論

じ
ら
れ
て
き
た
。
わ
た
し
も
、
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
両
者
の
か
ら
み
あ
い
を
い

と
ぐ
ち
に
し
て
、
考
察
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

 
さ
て
、
巻
劇
論
三
十
一
話
は
、
《
群
れ
を
は
な
れ
た
牛
の
後
を
追
っ
て
石
の

穴
に
入
っ
た
牛
飼
が
、
そ
こ
で
食
っ
た
異
論
の
た
め
に
、
に
わ
か
に
か
ら
だ
が

ふ
と
っ
て
穴
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
頭
だ
け
を
出
し
て
、
や
が
て

石
に
な
っ
た
》
と
い
う
は
な
し
で
あ
る
。
論
証
は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
が
慈
恩

伝
（
巻
四
）
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

つ
と
に
南
方
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
ず
、
妥
当
な
見
解
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
原
則
的
に
は
た
し
か
に
慈
皆
伝
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
の
だ
が
、
そ
の
一
部
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
、
そ
れ
の
み
に
も
た
れ
か
か
っ
て

い
る
と
は
い
い
き
れ
な
い
ふ
し
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
＼
慈
・
見
牛
浜
一
石
孔
。
亦
随
入
可
四
五
里
諮
然
大
明
。
林
野
光
華
多
糖
花

 
 
果
・
燗
然
奮
・
繋
属
所
見
・

 
 
今
・
伺
ヒ
見
ル
ニ
、
此
ノ
牛
、
片
山
一
実
ノ
石
ノ
穴
有
リ
、
其
ノ
穴
二
歩

 ［

@
 
ル
。
此
ノ
人
、
亦
、
牛
ノ
尻
二
立
テ
入
ル
。
四
五
里
念
入
テ
明
ナ

 …

@
 
ル
野
有
り
。
天
竺
ニ
モ
不
似
ズ
、
目
出
タ
キ
花
、
盛
り
ニ
開
ケ
テ
菓
，

／
 
 
満
タ
リ
。
 
・

 
こ
れ
は
、
牛
飼
が
穴
に
入
る
く
だ
り
で
あ
る
が
、
同
一
内
容
を
意
味
す
る
も

の
だ
と
は
い
え
、
〈
並
非
俗
内
所
見
V
と
く
天
竺
ニ
モ
不
似
ズ
V
と
の
間
に
は
、

発
想
の
う
え
か
ら
も
、
い
い
ま
わ
し
の
う
え
か
ら
も
へ
だ
た
り
が
あ
っ
て
、
前

者
か
ら
後
者
が
派
生
し
た
と
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
し
、
慈
恩
伝
が
な
ん

ら
指
示
し
で
い
な
い
穴
の
あ
っ
た
場
所
を
、
今
昔
が
く
片
山
二
V
と
明
示
し
て

い
る
点
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
明
確
に
、
慈
恩
伝
以
外
の
資
料
の
影
響
が
う
か

が
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

 
そ
こ
で
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
が
、
打
聞
集
第
二
十
話
〈
唐
都
入
穴
事
〉

と
、
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
七
一
話
く
渡
天
芝
穴
に
い
る
事
V
と
で
あ
る
。
両
書

の
当
該
部
分
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
打
・
片
山
二
大
ル
穴
有
り
。
牛
、
此
穴
明
ヒ
入
。
其
ト
モ
ニ
次
ッ
キ
テ
入

「  
 
バ
、
久
通
テ
、
明
所
二
通
出
テ
テ
、
見
バ
、
天
竺
ニ
モ
不
似
花
鳥
タ
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リ
。

 
宇
・
あ
る
か
た
山
に
、
牛
の
行
に
つ
き
て
、
僧
も
避
け
り
。
は
る
か
に
行

 
 
 
き
て
、
明
き
所
へ
い
で
ぬ
。
み
ま
は
せ
ば
、
あ
ら
ぬ
世
界
と
お
ぼ
え

π
て
見
も
知
ら
ぬ
花
の
色
い
み
じ
嘉
警
み
だ
れ
鷲

 
宇
治
拾
遣
の
く
あ
ら
ぬ
世
界
V
は
、
や
や
趣
き
を
異
に
す
る
が
、
打
聞
に
は

今
昔
と
同
じ
く
く
天
竺
ニ
モ
不
似
V
の
記
述
が
求
め
ら
れ
る
し
、
八
片
山
二
V

は
、
打
聞
・
宇
治
拾
遺
の
い
ず
れ
に
も
、
今
昔
と
同
じ
も
の
が
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
慈
恩
伝
の
ほ
か
に
、
打
聞
集
的
な
資
料
と
の
交
錯
の
も
ん
だ
い
が
う

か
び
あ
が
っ
て
く
る
し
だ
い
で
あ
る
。

 
も
っ
と
も
、
こ
の
く
片
山
二
V
や
、
〈
天
竺
ニ
モ
不
似
ズ
V
が
、
打
聞
や
宇

治
拾
遺
と
か
さ
な
り
あ
う
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
今
昔
の
影
響
下
に
あ
る

作
品
で
あ
る
こ
と
の
証
左
だ
と
い
う
解
釈
も
、
い
ち
お
う
な
り
た
ち
そ
う
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
註
1
）

る
。
じ
じ
つ
、
か
つ
て
酒
井
金
次
郎
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
主
張
が
な
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
註
2
）

れ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
酒
井
説
に
反
論
し
た
片
寄
正
義
氏
の
指
摘
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
解
釈
は
、
き
わ
め
て
蓋
然
性
に
欠
け
る
も
の
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

 
ち
な
み
に
、
こ
の
は
な
し
の
類
話
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
法
苑

珠
林
、
慈
恩
伝
、
酉
陽
雑
姐
、
今
昔
、
打
聞
、
宇
治
拾
遺
の
六
書
が
あ
る
が
、

つ
ぶ
さ
に
み
て
い
く
と
、
主
人
公
、
穴
を
見
つ
け
た
い
き
さ
つ
、
出
ら
れ
な
く

な
っ
た
因
を
な
す
果
物
（
ま
た
は
花
）
を
食
っ
た
事
情
な
ど
の
、
は
な
し
を
構

成
す
る
主
要
な
部
分
に
違
い
が
み
ら
れ
、
総
じ
て
そ
れ
ら
は
、
つ
ぎ
の
三
系
列

に
分
一
類
さ
れ
る
。

 
（
甲
）
 
慈
恩
伝
、
酉
陽
雑
姐
、
今
昔

今
昔
物
語
集
と
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
1
そ
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
一

 
（
乙
）
 
打
聞
、
宇
治
拾
遺

 
（
丙
）
 
法
苑
珠
林

 
も
う
少
し
具
体
的
に
い
う
と
、
主
人
公
は
、
 
（
甲
）
系
列
で
は
牛
飼
（
酉
陽

雑
姐
は
羊
飼
）
で
あ
り
、
 
（
乙
）
系
列
は
動
天
の
唐
僧
で
あ
る
。
ま
た
、
穴
か

ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
因
を
な
す
果
実
を
食
っ
た
い
き
さ
つ
は
、
（
甲
）
系
列
駒

は
、
手
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
悪
鬼
が
出
て
き
て
奪
を
う
と
し
た
の
で
、
奪
わ

れ
ま
い
と
し
て
口
に
ふ
く
ん
だ
と
こ
ろ
、
、
口
、
喉
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
さ
ぐ
ら
れ

た
た
め
に
、
け
っ
き
ょ
く
呑
み
込
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
自
ら
の
意
志
で
、
食
う
べ
く
し
て
食
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
（
乙
）
系
列
で
は
、
牛
が
食
う
の
を
見
て
試
み
に
食
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
た
い

そ
う
う
ま
か
っ
た
の
で
、
積
極
的
に
い
く
つ
か
を
食
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
 
（
甲
）
系
列
と
（
乙
）
系
列
と
に
は
、
食
っ
た
も
の
が
果
で

あ
る
の
と
花
で
あ
る
の
と
の
違
い
も
あ
る
し
、
後
者
に
悪
鬼
が
登
場
し
な
い
点

も
違
っ
て
い
る
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
今
昔
と
、
打
聞
・
宇
治
拾
遺
と
は
、

内
容
的
に
へ
だ
た
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
酒
井
氏
の
よ
う
に
、

〈
片
山
二
V
や
く
天
竺
ニ
モ
不
似
ズ
V
を
、
打
聞
や
宇
治
拾
遺
が
今
昔
の
影
響

下
に
あ
る
作
晶
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
解
す
る
た
め
に
は
、
内
容
を
お
お
は
ば

に
か
え
な
が
ら
も
、
こ
の
記
述
だ
け
は
残
し
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
場
合
に
は
、
か
え
た
こ
と
に
も
残
し
た
こ
と
に
も
、
と

く
べ
つ
な
理
由
は
見
出
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

 
風
向
き
は
、
む
し
ろ
逆
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
思
う
に
、
該
話
は
、
打
聞

集
的
資
料
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
よ
り
信
頼
性
の
あ
る
資
料
と
し
て
慈
恩
伝
に

よ
っ
た
。
し
か
し
慈
恩
伝
に
は
、
穴
の
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
く
、

ま
た
異
郷
の
さ
ま
も
、
な
じ
み
の
う
す
い
い
い
ま
わ
し
が
し
て
あ
る
。
そ
こ
で
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第
一
次
資
料
を
ふ
り
か
え
り
、
〈
片
山
二
V
と
く
天
竺
ニ
モ
不
似
ズ
V
と
を
吸

収
し
た
。
こ
う
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
す
べ
て
に
な
っ
と
く
の

い
く
説
明
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
打
聞
集
的
資
料
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
い
ま
わ
た
し
は
、
具
休

的
に
い
う
だ
け
の
用
意
が
な
い
。
し
か
し
、
打
聞
集
そ
の
も
の
で
な
い
こ
と
は

た
し
か
で
あ
る
し
、
宇
治
拾
遺
で
な
い
こ
と
も
、
ま
ず
問
違
い
の
な
い
と
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
註
3
）

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
な
お
、
種
田
文
子
氏
の
よ
う
に
、
打
聞
集
的
な
聞
き
書
き

書
だ
と
限
定
す
る
こ
と
に
も
、
に
わ
か
に
賛
成
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。

 
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
今
昔
と
、
打
聞
集
的
資
料
と
の
交
錯
は
、
巻
六
第
六
話

か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
巻
六
第
六
話
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
玄
婁
の
、
イ
ン
ド
留
学
エ
ピ
ソ

ー
ド
集
と
で
も
い
う
べ
き
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
①
五
百
人
の
鬼
に
お
そ
わ
れ

た
と
き
、
般
若
心
経
を
調
し
て
退
散
さ
せ
た
は
な
し
、
②
そ
の
般
若
心
経
を
、

観
世
音
菩
薩
か
ら
さ
ず
か
っ
た
い
き
さ
つ
、
③
戒
賢
論
師
に
法
を
受
け
た
は
な

し
、
④
恒
伽
河
で
賊
に
と
ら
え
ら
れ
て
、
彼
ら
を
教
化
し
た
は
な
し
、
⑤
三
度

河
の
四
神
に
、
宝
鍋
を
さ
さ
げ
て
水
難
を
ま
ぬ
が
れ
た
は
な
し
、
の
五
段
か
ら

な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第
三
段
と
第
四
段
と
に
つ
い
て
は
、
強
弱
の
差
は

あ
れ
、
い
ず
れ
も
慈
恩
伝
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
、

さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
も
ん
だ
い
は
、
残
る
一
・
二
・
五
の
各
段
で

あ
る
。
こ
れ
の
直
接
の
典
拠
ぱ
見
出
せ
な
い
が
、
他
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え

ず
、
こ
の
一
・
二
・
五
段
の
類
話
だ
け
を
収
め
て
い
る
打
聞
集
第
九
話
〈
玄
婁

三
蔵
心
経
事
〉
は
、
今
昔
と
、
打
聞
集
的
な
資
料
と
の
交
錯
を
う
か
が
わ
せ
る

も
の
と
し
て
、
留
意
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
打
聞
集
ま
た
は
そ
の

祖
本
が
、
五
段
あ
る
今
昔
の
な
か
か
ら
、
↓
・
二
・
五
の
三
段
だ
け
を
摘
出
し
．

た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
し
て
、
内
容
の
結
び
つ
か
な
い
第
五
段
を
と
も
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三
・
四
の
両
段
に
い
ち
べ
つ
も
く
れ
な
い
理
由
は
み

あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
・
も
と
も
と
、
こ
こ
は
打
聞
集
に
み
る
か
た
ち
の

は
な
し
が
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
今
昔
が
、
三
・
四
の
両
段
を
、
他
の
資

料
、
す
な
わ
ち
慈
恩
伝
か
ら
挿
入
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

 
以
上
、
要
す
る
に
、
慈
恩
伝
の
、
今
昔
の
典
拠
と
し
て
座
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も

の
の
ご
と
く
で
あ
り
、
そ
の
慈
無
難
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
と
お
し
て
眺
め
る

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
今
昔
の
資
料
操
作
は
、
き
わ
め
て
周
到
な
用
意
の
も
と
に

な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
え
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
註
1
、
打
聞
集
と
今
昔
物
語
及
び
宇
治
拾
遺
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
国
語
と

 
 
 
 
国
文
学
・
昭
9
・
1
）

 
註
2
、
打
聞
集
と
宇
治
拾
遺
、
今
昔
物
語
の
関
係
（
書
誌
学
・
昭
聡
・
5
）

 
 
 
 
打
聞
集
と
今
昔
物
語
と
の
関
係
（
国
語
と
国
文
学
・
昭
聡
・
1
0
）

 
註
3
、
打
聞
集
小
放
（
女
子
大
国
文
・
昭
3
1
。
9
）

（
昭
和
四
十
二
年
十
月
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
大
会
に
お
い
て
発
表
）
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